


地域ごとの気候の特色と四季の変化について整理しよう
❶　温帯…温暖で，季節の変化がある地域。日本の大部分が属する。

❷　季節風…日本では，夏は南東から，冬は北西から吹く。

世界から見た日本の気候

【１】温帯の気候
①５つの気候帯

▪世界の気候帯：気温の違い（太陽から受ける熱量の違い）により，赤道から極方向に熱帯・
温帯・冷帯（亜寒帯）・寒帯に分けられる。
▪降水量が少なく，砂漠などが分布する地域は乾燥帯。
　…主に熱帯と温帯の間の地域に分布。
▪気温は海流からも大きな影響を受ける。

②温帯の気候
▪温暖で，季節の変化がある。日本の大部分は温帯に属する。
▪地中海性気候：夏は乾燥し，冬は比較的降水量が多い。
▪西岸海洋性気候：大陸の西岸などに見られる気候。ヨーロッパの大西洋岸では，年間を通し
て吹く偏西風と暖流の北大西洋海流の影響により，緯度の高さの割に温暖である。また，年
間を通して平均した降水がある。
▪温暖湿潤気候（温帯湿潤気候）：大陸の東岸などに見られる気候。気温の年較差が大きく，
年降水量が多い。日本各地の気候はほとんどが温暖湿潤気候にあたる。

５つの気候帯の分布

……寒帯

……冷帯

……熱帯

……温帯

……乾燥帯

１ 要点学習 地理：気候・人口・農業
世界と日本の気候・自然災害 30分

要 点 要点を読んで重要なポイントを確認しましょう。
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【２】日本の気候 ▼よく出る

①季節による変化
▪季節風（モンスーン）の影響：夏は南東からの風が吹き，太平洋側で雨が多い。冬は北西か
らの風が吹き，日本海側で雪が多い。

▪梅
つ

雨
ゆ

：春の終わりごろから夏の初めにかけて続く雨の多い時期。
　…梅雨の地域は南から北に移っていくが，北海道には梅雨がない。
▪台風：主に夏から秋にかけて日本に接近する発達した熱帯低気圧。大雨や強風を伴う。

日本海 太平洋

南東の季節風夏

日
本
列
島

日
本
列
島日本海 太平洋

北西の季節風 雪が多い

雨

冬

乾いた風
暖かく
湿った風

乾いた風
冷たく
湿った風

300mm以上
200～300mm
100～200mm
50～100mm
50mm未満
季節風の
風向

2 月 8 月

夏の季節風と冬の季節風

季節風と日本の降水量
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②日本の気候区分 ▼よく出る

＊冷帯（亜寒帯）に含まれる気候
▪北海道の気候：気温が低く，夏と冬の降水量の差が小さい。
＊温帯に含まれる気候
▪日本海側の気候：冬に雪による降水量が多い。
▪太平洋側の気候：夏に雨が多く冬に乾燥する。
▪内陸（性）の気候（中央高地の気候）：夏と冬の気温差が大きく，降水量が少ない。
▪瀬戸内の気候：年間を通じ，降水量が比較的少ない。
▪南西諸島の気候：気温が高く，年間を通じて雨が多い。亜熱帯性の気候ともいわれる。

北海道の気候

日本海側の気候

太平洋側の気候

内陸性の気候

瀬戸内の気候

南西諸島の気候

暖流

寒流

親潮
（千島海流）

リマン海流
札幌

上越

対馬海流

黒潮
（日本海流）

東京松本

高松

那覇

（気象庁資料より）

那　覇
年平均気温
年降水量

23.1℃
2041ｍｍ

1 1074 （月）

高　松
年平均気温
年降水量

16.3℃
1082ｍｍ

1 1074 （月）

松　本
年平均気温
年降水量

11.8℃
1031ｍｍ

1 1074 （月）

上　越
年平均気温
年降水量

13.6℃
2755ｍｍ

1 1074 （月）

東　京
年平均気温
年降水量

16.3℃
1529ｍｍ

1 1074 （月）

札　幌
年平均気温
年降水量

8.9℃
1107ｍｍ

1 1074 （月）
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日本の気候区分と雨温図
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日本でよく起こる災害と防災の工夫について理解を深めよう
❶　地

ち

殻
かく

変
へん

動
どう

が引き起こす災害…環太平洋造山帯に位置する日本では，地震や火山の噴

火による災害が多い。

❷　気象災害…台風による洪水・土石流，冷害・豪雪など。

❸　災害対策…災害の発生を防ぐ防災と，災害による被害を減らす減災。

自然災害と防災

【１】日本の自然災害
①地殻変動が引き起こす災害 ▼よく出る

▪地震：環太平洋造山帯に属し，地殻が不安定な日本では多く発生し，体に感じるものだけで
も年間1000回以上起こる。
　… 1995年の阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震），2004年の新潟県中越地震，2008年の岩

手・宮城内陸地震，2011年の東日本大震災（東北地方太平洋沖地震），2016年の熊本地震，
2018年の北海道胆

い

振
ぶり

東部地震（北海道地震）などでは大きな被害が生じた。
▪津波：地震によって起こる波。東日本大震災では沿岸地域に大きな被害をもたらした。
▪火山の噴火：火山灰や溶岩の噴出，火

か

砕
さい

流
りゅう

によって，周辺地域に被害をもたらす。
　…近年では，1991年の雲

うん

仙
ぜん

岳
だけ

の普
ふ

賢
げん

岳
だけ

，2001年の有
う

珠
す

山
ざん

，2014年の御
おん

嶽
たけ

山
さん

の噴火など。

有珠山

十勝岳

伊豆大島
三宅島

阿蘇山

桜島

雲仙岳 富士山
御嶽山

地すべりの多い地域
過去の大地震の震源
注意の必要な火山
津波の起こりやすい地域

地殻変動が引き起こす災害が多い地域
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確 認 問 題
次の問に適する答を，それぞれの【語群】の中から１つ選び，丸をつけなさい。

問１　夏と冬で風向きが異なり，冬には日本海側の地域に豪雪をもたらす風は，次のうちどれ
ですか。

【語群】 やませ　　　偏西風　　　季節風

問２　主に夏から秋にかけて日本に接近する発達した熱帯低気圧は，次のうちどちらですか。

　　【語群】　台風　　　梅雨　

問３　長野県の松本は，［　　　］に分類され，夏と冬の気温差が大きく，降水量が少ないと
いう特徴があります。［　　　］に入る語句は，次のうちどれですか。

　　【語群】　内陸性の気候（中央高地の気候）　　　日本海側の気候
　　　　　　瀬戸内の気候　

問４　台風などの低気圧の接近で潮位が異常に高くなる現象は，次のうちどれですか。

【語群】 高潮　　　津波　　　洪水

問５　東日本大震災では，東京湾沿岸の埋立地などで，［　　　］が発生し，地面から砂や水
が吹き出しました。［　　　］に入る語句は，次のうちどれですか。

【語群】　土石流　　　干害　　　液状化現象
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確認問題の解答

問１　季節風
Point 　季節風はモンスーンともいい，日本では冬に北西から，夏に南東から

吹きます。
問２　台風
問３　内陸性の気候（中央高地の気候）
問４　高潮
問５　液状化現象
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問 題 演 習
　次の文を読み，下の問に答えなさい。

　世界の気候帯は，熱帯・乾燥帯・温帯・冷帯・寒帯に大きく分けられ，日本は一部
を除いて温帯の気候に属する。日本の気候は，北海道の気候，太平洋側の気候，日本
海側の気候，内陸性の気候（中央高地の気候），瀬戸内の気候，南西諸島の気候の６
つに区分されることが多く，①季節によってさまざまな気象現象が見られる。とくに，

②季節風の影響により，降水量は季節や地域によって大きな差が生じる。気象現象に
伴う災害も多く，東北地方の太平洋側などで初夏の低温によって発生する③冷害はそ
の一例である。

⑴　下線部①に関連して，主に夏から秋にかけての時期に，大雨や強風を伴って日本 

に接近する発達した熱帯低気圧を何といいますか。

 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
⑵　下線部②に関連して，夏の「季節風」と冬の「季節風」は，それぞれどの方角か
ら吹いてきますか。方角の組み合わせとして正しいものを，次のア～エの中から１
つ選び，記号で答えなさい。
ア　夏－南西　　冬－北東　　　イ　夏－南西　　冬－北西
ウ　夏－南東　　冬－北東　　　エ　夏－南東　　冬－北西

 〔　　　　　　　　〕
⑶　下線部③に関連して，東北地方の太平洋側における「冷害」の原因となる冷たい
北東風を何といいますか。

 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
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解 法 の 研 究
　今回は地理の資料問題の解法を学習します。次の例題を確認し，■解き方のコツ■を読み
ながら空欄を埋めていきましょう。
　
　右のグラフは東京と上越（新潟県）の雨温図です。これを
見て，上越の気候が含まれる気候区分とその特徴を簡単に説
明しなさい。

■解き方のコツ■
⑴最初に問題文の内容を確認しましょう。
→上越の気候について，気候区分は何か，およびその気候区分の特徴は何かを説明すること
が求められています。提示されているグラフから，上越の気候の特徴を読み取ります。

　　※グラフのある論述問題では，グラフが解答の大きなヒントになります。 コツ１

⑵上越の雨温図を東京の雨温図を見比べます。
※雨温図から特徴を読み取るさいには，気温と降水量に着目します。 コツ２

▪年間の気温の変化 …冬の気温が低いものの，グラフの形は東京とあまり変わらない。
▪年間の降水量の変化… 東京は６～ 10月ごろに降水量が多いが，上越は11～１月ごろの降

水量が多い。
→すなわち，上越の雨温図の特徴は，気温よりも【①　　　　　　　】に現れているといえ
ます。また，問題文に上越が新潟県の地名であると示されていることからも，気候区分は 

【②　　　　　　　】であると判断できるでしょう。
※複数の資料を比較して特徴を説明するさいには，違いが顕著な項目に着目します。コツ３

⑶具体的に何を解答に盛り込むかを検討します。
→気候区分は【②　　　　　　　】である，11 ～１月の降水量が多い，という２点を押さ
えればよいわけですが，時期については春夏秋冬の区切りで大づかみにとらえて「冬」と
書けばよいでしょう。

⑷以上をふまえ，解答欄の大きさに合うよう，簡潔にまとめましょう。

今回のコツ
コツ１ グラフが解答の大きなヒントになる！
コツ２ 雨温図から特徴を読み取るさいには，気温と降水量に着目する！
コツ３ 複数の資料を比較して特徴を説明するさいには，違いが顕著な項目に着目する！

例題
上越（高田）

年平均気温
年降水量

13.6℃
2755ｍｍ

1 1074 （月）

東　京
年平均気温
年降水量

16.3℃
1529ｍｍ

1 1074 （月）
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（『理科年表』より）
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書いて確認ワークの解答

１
①　北海道［の気候］　　　②　日本海側［の気候］　　　③　太平洋側［の気候］
④　内陸性［の気候］（または中央高地［の気候］）　　　⑤　瀬戸内［の気候］
⑥　南西諸島［の気候］
２
①　津波　　　②　冷害　　　③　干害　　　④　高潮
３
①　ハザードマップ（防災マップ）　　　②　減災　　　③　公助　　　④　共助

問題演習の解答

⑴　台風　　　⑵　エ　　　⑶　やませ

解法の研究の解答

冬に降水量が多い日本海側の気候である。
■解き方のコツ■の空欄
①　降水量　　　②　日本海側の気候
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②気象災害（気象現象に由来する災害）
▪洪水：梅雨や台風のさいの集中豪雨による川の氾

はん

濫
らん

などによって起こる。
▪土石流：泥や砂が水と混ざって高速で流れてくる現象。集中豪雨や火山の噴火によって引き
起こされる。
▪冷害：夏に低温や日照不足などによって農作物が被害を受ける。
…日本では主に北海道や東北地方で起こる。やませという冷たい北東風が引き起こす場合が
多い。

▪干
かん

害
がい

（干ばつによる被害）：長期にわたる降水量の不足で土壌中の水分がなくなり，農作物
が不作になること。
　…もともと雨が少ない瀬戸内地方などで，とくに雨が少ない年に生じる。
▪豪雪：日本海側や山岳地域に多い。なだれなどを引き起こす。
▪高潮：台風などの低気圧の接近によって，潮位が異常に高くなること。

気象災害が多い地域

冷害
台風による風水害

豪雪の被害

台風の進路

やませ

暗記のツボ
　気象災害が多い地域を，その原因を理解したうえで覚えましょう。
　　冷害…やませの影響を受ける北海道や東北地方などで起きやすい。
　　干害…瀬戸内地方のように，比較的降水量が少ない地域で起きやすい。
　　高潮…�台風などの低気圧によって潮位が異常に上昇するため，海岸付近の低地で起きやす

い。
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【２】都市と防災
①都市の生活と災害
▪コンクリートなどで固められた地面：雨水が地中にしみ込まず，一気に河川や周辺より低い
場所に雨水が集中し，河川の氾濫や洪水を引き起こす。
…都市の地下などに治

ち

水
すい

施
し

設
せつ

がつくられることもある。治水とは，堤防を整備したり放水路
などをつくったりして，河川の氾濫や洪水を防ぐことをいう。

▪液状化現象：東日本大震災では，東京湾沿岸の埋立地などで，液状化現象が発生し，地面か
ら砂や水が吹き出した。
▪ライフラインの切断：電気・水道・電話などのライフラインが各所で断たれ，混乱や救助の
おくれを引き起こす。
　…ライフラインとは，生活に欠かすことのできないものをさす。

②防災と暮らし
▪気象観測・情報設備の充実により，気象災害の警報・注意報などをいち早く出せるようにな
った。
…火山噴火や地震の予知の研究も進んでいるが，確実な予測技術はいまだに確立されていな
い。

▪洪水・地すべりなどの危険地域をあらかじめ指定する。
▪河川の堤防や防波堤の建設，斜面工事などの実施。
▪ハザードマップ（防災マップ）：災害時の被害予測，避難経路，防災のための準備などを示
した地図。
　…住民の防災意識を高めるため，各地で作成されている。
▪近年は，災害の発生を防ぐ防災だけでなく，災害による被害をできるだけ少なくする減災の
取り組みにも力が入れられている。
▪公助：災害時に，国や都道府県，市区町村などが被災者の救助や支援を行うこと。
…災害時には，公助に頼るだけでなく，自分自身や家族を守る自助や，住民どうしが助け合
う共助とよばれる行動をとることも大切。
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